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平成２２年度予算のあらまし 

 

 平成 22 年度の一般会計、国民健康保険事業特別会計、老人保健特別会計、後期高齢者医療特別会計、

介護保険事業特別会計及び下水道事業特別会計の予算が、平成 22 年３月に開催された定例議会で可決

されました。 

その概要についてお知らせします。 

 

【会計別予算額】 

会計名 当初予算額 

一般会計 86 億 200 万円 

 

特別会計 当初予算額 

国民健康保険事業特別会計 36 億 5,000 万円 

老人保健特別会計     100 万円 

後期高齢者医療特別会計 ６億 6,000 万円 

介護保険事業特別会計 22 億 7,000 万円 

下水道事業特別会計 14 億 4,100 万円 

合  計 80 億 2,200 万円 

 

 

【当初予算の概要】 

予算規模の推移   一般会計   国民健康保険事業特別会計   老人保健特別会計   

後期高齢者医療特別会計   介護保険事業特別会計   下水道事業特別会計 
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伸 率

1.1

国民健康保険事業 3.8

老 人 保 健 △ 92.3

後 期 高 齢 者 医 療 2.3

介 護 保 険 事 業 4.0

下 水 道 事 業 0.3

小 計 2.9

2.0

予 算 額

660,000

16,624,000

3,650,000

8,022,000

平成22年度各種会計予算規模

会 計 名
平 成 21 年 度

（単位：千円　％）

予 算 額

平 成 22 年 度

増 減 額

92,0008,510,000

合 計

1,000

一 般 会 計

特
別
会
計

2,270,000

1,441,000

8,602,000

比 較

133,000

△ 12,000

3,517,000

13,000

645,000 15,000

320,000

4,000

228,000

2,182,000

1,437,000

88,000

7,794,000

16,304,000

9,000,000

10,000,000
（単位：千円）

各種会計予算規模の推移
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※ 上記表中「一般会計」の平成16年度予算額は、減税補てん債の借換え分（８億3,970万円）を除いた
　　数値となっています。

Ｈ16 Ｈ１7 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22

一般会計 7,550,300 7,598,000 7,688,000 8,535,000 8,062,000 8,510,000 8,602,000

国民健康保険事業 2,767,000 2,824,000 2,938,000 3,324,000 3,335,000 3,517,000 3,650,000

老人保健 2,910,000 2,923,000 2,933,000 2,951,000 373,000 13,000 1,000

後期高齢者医療 592,000 645,000 660,000

介護保険事業 1,701,000 1,775,000 1,802,000 1,944,000 1,965,000 2,182,000 2,270,000

下水道事業 1,688,000 1,525,000 1,298,000 1,406,000 1,885,000 1,437,000 1,441,000

0
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一般会計歳入歳出予算の概要

平成22年度一般会計当初予算の編成にあたりましては、第四次総合計画の着実な推進

を目指した予算編成を行いました。

歳入面では、収入の根幹をなす町税は３年連続で減額となる見込みです。これは、一

昨年に始まった世界同時不況の影響が本町にも及び始めていることが大きな要因であり、

町税総額で9,600万円の減額となります。その中でも個人町民税及び法人町民税はとも

に減額となり、合わせて１億4,200万円の減を見込んでいます。今後しばらくは景気の

回復も期待できず、税収面では引き続き厳しい状況が続くと想定しています。

国からの譲与税・各種交付金は、景気低迷の影響により軒並み減額を見込んでいます

が、地方交付税は、新政権の施策による地方交付税総額の増額決定を受け8,000万円の

増を見込んでいます。

国庫支出金は、子ども手当の創設等により２億8,900万円の増となっております。ま

た、昨年度に引き続き、まちづくり交付金や地域住宅交付金を活用した投資的事業への

財源確保にも努めています。県支出金は、雇用対策による緊急雇用創出事業臨時特例基

金市町村補助金や、ごみ処理広域化事業における市町村振興補助金等の獲得により１億
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500万円の増となっています。

歳出面では、引き続き重点施策として位置づけた「環境」「観光」「教育」の三本柱

をはじめ、防災対策、子育て支援対策といった町の重要課題へ重点的に予算を配分しま

した。

投資的事業については、第４分団（西小磯）及び第７分団（生沢）小型動力ポンプ付

積載車の購入、虫窪老人憩の家耐震工事等の各種防災対策の充実を図ります。また、国

府中学校グラウンド改修事業、国府小学校プール整備事業、郷土資料館改修事業に着手

し、教育環境の整備に努めています。そのほか、ごみ処理広域化に向けた次期環境事業

センター建設負担金を平塚市へ拠出します。

ソフト事業については、引き続き実施する小児医療費助成や妊婦健康診査、新たに創

設された子ども手当の支給といった子育て支援策の充実を図りつつ、小学校35人学級編

成の２年生まで拡大といった教育予算にも配慮しています。また、住宅用太陽光発電設

備設置への助成を引き続き実施するとともに、廃食用油や剪定枝の分別収集・再資源化

を開始し、「エコの町 大磯」の更なる推進を図ります。

そのほか、防災士の養成、観光振興対策、大磯港の活性化、前年度からの継続事業と

なる戸籍電算化システム整備など、町民サービスの充実を図ります。

重点施策に優先配分する予算編成を行った結果、一般会計歳入歳出予算額は86億200

万円となり、前年度当初予算額と比較すると、9,200万円の増、比率で1.1％の伸びと

なっていますが、これは新たな国の施策である子ども手当の創設によるものが大きく、

それを除くと、83億円規模の緊縮型予算となっています。
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○　最近年度予算額

○　歳入予算前年度対比表
対 前 年

度
予 算 額 構成比 予 算 額 構成比 伸 率

①. 町 税 5,111,228 59.4 5,207,662 61.2 △ 96,434 △ 1.9

2. 地 方 譲 与 税 76,000 0.9 78,000 0.9 △ 2,000 △ 2.6

3. 利 子 割 交 付 金 24,000 0.3 27,000 0.3 △ 3,000 △ 11.1

4. 配 当 割 交 付 金 7,500 0.1 34,000 0.4 △ 26,500 △ 77.9

5.
株 式 等 譲 渡 所 得 割
交 付 金 4,000 0.0 22,000 0.3 △ 18,000 △ 81.8

6. 地方消費税交付金 259,000 3.0 265,000 3.1 △ 6,000 △ 2.3

7.
ゴ ル フ 場 利 用 税
交 付 金 20,000 0.2 23,000 0.3 △ 3,000 △ 13.0

8.
自 動 車 取 得 税
交 付 金 48,000 0.6 62,000 0.7 △ 14,000 △ 22.6

９. 地 方 特 例 交 付 金 66,000 0.8 64,600 0.8 1,400 2.2

10. 地 方 交 付 税 280,000 3.3 200,000 2.4 80,000 40.0

11
交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金 5 813 0 1 5 841 0 1 △ 28 △ 0 5

平成20年度 8,062,000

歳入歳出予算額年 度

平成18年度

平成19年度

7,688,000

8,535,000

△ 5.5％

8,602,000

平成18年度を100とした指数

100.0

111.0

104.9

110.7 5.6％

1.2％

11.0％

平成21年度 8,510,000

111.9

平 成 22 年 度 平 成 21 年 度
款 別

平成22年度

一　般　会　計
（単位：千円）

（単位：千円）

比 較 増 減

1.1％

対前年度伸率
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11. 特 別 交 付 金 5,813 0.1 5,841 0.1 △ 28 △ 0.5

⑫. 分担金及び負担金 72,531 0.8 64,969 0.8 7,562 11.6

⑬. 使用料及び手数料 165,662 1.9 164,287 1.9 1,375 0.8

14. 国 庫 支 出 金 650,782 7.6 361,687 4.3 289,095 79.9

15. 県 支 出 金 557,145 6.5 451,870 5.3 105,275 23.3

⑯. 財 産 収 入 15,126 0.2 407,125 4.8 △ 391,999 △ 96.3

⑰. 寄 附 金 45,541 0.5 100,329 1.2 △ 54,788 △ 54.6

⑱. 繰 入 金 213,004 2.5 237,831 2.8 △ 24,827 △ 10.4

⑲. 繰 越 金 100,000 1.2 100,000 1.2 0 0.0

⑳. 諸 収 入 180,668 2.1 199,799 2.3 △ 19,131 △ 9.6

21. 町 債 700,000 8.1 433,000 5.1 267,000 61.7

8,602,000 100.0 8,510,000 100.0 92,000 1.1

68.6 － 76.2 － △ 7.6 △ 10.0

町 税 5,111,228

繰 入 金 213,004

繰 越 金 100,000

使用料及び手数料 165,662

諸 収 入 180,668

町 債 700,000

国 庫 支 出 金 650,782

県 支 出 金 557,145

地 方 交 付 税 280,000

各種交付金 510,313

その他 133,198

8,602,000

歳 入 合 計

自主財源比率

※款別欄の○数字は自主財源

※構成比は端数処理の結果、計が符合しない場合があります。

※構成比は端数処理の結果、計が符合しない場合があります。

町税

59.4%

繰入金

2.5%繰越金

1.2%

使用料及び手数料

1.9%

諸収入

2.1%

町債

8.1%

国庫支出金

7.6%

県支出金

6.5%

地方交付税

3.3% 各種交付金

5.9%

その他

1.5%
当初予算歳入内訳
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内　容 増減額（千円） 増減要因

個人町民税 △ 78,000 個人所得の減

法人町民税 △ 64,300 業績不振による減

固定資産税 43,000 家屋課税分による増

4 配当割交付金 配当割交付金 △ 26,500 景気低迷による投資の減

5 株式等譲渡所得割交付金 株式等譲渡所得割交付金 △ 18,000 景気低迷による投資の減

8 自動車取得税交付金 自動車取得税交付金 △ 14,000 景気低迷及び税制改正による減

地方特例交付金 25,400 子ども手当特例交付金の増

特別交付金 △ 24,000 制度廃止による減

10 地方交付税 普通交付税 60,000 国の施策による増

児童手当負担金 △ 87,215 制度改正による減

子ども手当負担金 391,388 制度改正による増

まちづくり交付金 △ 6,000 対象事業費の減

狭あい道路整備等促進事業補助金 9,500 狭あい道路整備事業

地震補強等補助金 △ 35,000 （Ｈ21国府中学校改修事業）

児童手当負担金 △ 50,115 制度改正による減

子ども手当負担金 60,646 制度改正による増

緊急雇用創出事業臨時特例基金市町村補助金 40,281

ふるさと雇用再生特別基金市町村補助金 26,880

市町村振興補助金 20,700 ごみ処理広域化事業

衆議院議員総選挙及び国民審査委託金  △ 12,923 （Ｈ21事業）

参議院議員通常選挙費委託金 10,425

県知事・県議会議員選挙費委託金 6,072

国勢調査費交付金 13,390

16 財産収入 町有地売払収入 △ 392,000 町有地売却の減

児童福祉費寄附金 △ 100,000 （Ｈ21篤志家による寄附）

旧吉田茂邸再建基金寄附金 45,000

18 繰入金 財政調整基金繰入金  △ 16,000 財源調整

市町村振興協会市町村交付金 △ 21,825 交付額の減

町有建物損失補償金 △ 34,600 （H21月京幼稚園施設整備事業）

平塚大磯ブロックごみ処理広域化分担金 52,852

ごみ処理広域化事業債 64,000 新規事業

臨時財政対策債 288,000

国府中学校改修事業債 △ 80,000 （Ｈ21事業）

20 諸収入

21 町   債

17 寄附金

９ 地方特例交付金

14 国庫支出金

歳入の主な増減要因

款　別

1 町   税

15 県支出金
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目的別歳出予算前年度対比表

対 前 年
度

予 算 額 構成比 予 算 額 構成比 伸 率

1. 議 会 費 128,917 1.5 131,064 1.5 △ 2,147 △ 1.6

2. 総 務 費 1,191,329 13.8 1,141,051 13.4 50,278 4.4

3. 民 生 費 2,808,120 32.6 2,410,133 28.3 397,987 16.5

4. 衛 生 費 1,080,105 12.6 941,796 11.1 138,309 14.7

5. 労 働 費 99,049 1.2 31,867 0.4 67,182 210.8

6. 農 林 水 産 業 費 65,335 0.8 73,664 0.9 △ 8,329 △ 11.3

7. 商 工 費 119,889 1.4 116,637 1.4 3,252 2.8

8. 土 木 費 1,015,791 11.8 997,622 11.7 18,169 1.8

9 消 防 費 418 203 4 9 438 916 5 2 △ 20 713 △ 4 7

（単位：千円　％）

款 別
平 成 22 年 度 平 成 21 年 度

比 較 増 減
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9. 消 防 費 418,203 4.9 438,916 5.2 △ 20,713 △ 4.7

10. 教 育 費 665,814 7.7 1,219,104 14.3 △ 553,290 △ 45.4

11. 災 害 復 旧 費 2,500 0.0 2,500 0.0 0 0.0

12. 公 債 費 966,637 11.2 965,285 11.3 1,352 0.1

13. 諸 支 出 金 311 0.0 361 0.0 △ 50 △ 13.9

14. 予 備 費 40,000 0.5 40,000 0.5 0 0.0

8,602,000 100.0 8,510,000 100.0 92,000 1.1

※構成比は端数処理の結果、計が符合しない場合があります。

歳 出 合 計
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H22 H21 民生費 #######

予備費 40,000 40,000 教育費 665,814

諸支出金 311 361 総務費 #######

公債費 966,637 965,285 土木費 #######

災害復旧費 2,500 2,500 公債費 966,637

教育費 665,814 ####### 衛生費 #######

消防費 418,203 438,916 消防費 418,203

土木費 1,015,791 997,622 その他 456,001

商工費 119,889 116,637 #######

農林水産業費 65,335 73,664

労働費 99,049 31,867

衛生費 1,080,105 941,796

民生費 2,808,120 #######

総務費 1,191,329 #######

議会費 128,917 131,064

8,602,000 #######

予備費

諸支出金

公債費

災害復旧費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費

労働費

衛生費

民生費

総務費

議会費

目的別歳出の前年度比較 H22

H21
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※構成比は端数処理の結果、計が符合しない場合があります。

民生費

32.6%

教育費

7.7%

総務費

13.8%

土木費

11.8%

公債費

11.2%

衛生費

12.6%

消防費

4.9%

その他

5.3%

目的別歳出の構成比

0 10 20 30

予備費

億円
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内　容 増減額（千円） 増減要因

戸籍電算化システム導入事業 20,442 （H21～22事業）

参議院議員通常選挙事業 10,425

町長選挙事業 8,365

国勢調査事業 13,399

地域会館整備事業（（仮称）台町会館基本・実施設計） 4,788 新規事業

地域会館耐震事業（虫窪老人憩の家耐震工事） 5,357 新規事業

障害者医療費助成事業 17,876 対象者見込の増

自立支援給付事業 21,416 対象者見込の増

国民健康保険事業特別会計繰出金 119,466 療養給付費の増

後期高齢者医療特別会計繰出金 12,204 広域連合納付金の増

児童手当・児童扶養手当事業 △ 185,101 制度改正による減

子ども手当等支給事業 514,178 制度改正による増

子育て支援総合センター整備事業 △ 100,000 （H21事業）

ごみ処理広域化事業 133,415 新規事業

し尿処理事業 15,054 広域化による増

緊急雇用創出特別対策事業 40,281 新規事業

ふるさと雇用再生特別対策事業 26,880 新規事業

国府本郷54号線整備事業 6,500 新規事業

幹線22号線整備事業 25,000 新規事業

月京４号線整備事業 △ 8,100 整備費の減

幹線28号線歩道整備事業 △ 9,526 補償費等の減

国府本郷月京１号線整備事業 9,930 新規事業

旧吉田茂邸再建事業 50,752 新規事業

幹線23号線整備事業 △ 15,000 （H21事業）

下水道事業特別会計繰出金 △ 27,724

小型動力ポンプ付積載車購入事業 8,786 第４分団（西小磯）、第７分団（生沢）

高規格救急自動車購入事業 △ 30,952 （H21事業）

学校プール整備事業 5,938 新規事業

教育振興推進事業 5,750 小学校35人学級編成２年生まで拡大による増

国府中学校改修事業 △ 144,338 校舎耐震改修工事終了

月京幼稚園施設整備事業 △ 352,220 建築工事終了

町債償還元金　 12,646

町債に対する利子 △ 11,294

９ 消防費

歳出の主な増減要因（目的別）

款　別

２ 総務費

３ 民生費

10 教育費

12 公債費

４ 衛生費

５ 労働費

８ 土木費
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性質別歳出予算前年度対比表

対 前 年
度

予 算 額 構成比 予 算 額 構成比 伸 率

1. 2,260,023 26.3 2,216,769 26.0 43,254 2.0

(1) 議 員 報 酬 手 当 78,173 0.9 78,173 0.9 0 0.0

(2) 委 員 等 報 酬 55,071 0.6 51,345 0.6 3,726 7.3

(3) 特 別 職 の 給 与 34,010 0.4 34,885 0.4 △ 875 △ 2.5

(4) 職 員 給 1,556,542 18.1 1,557,201 18.3 △ 659 △ 0.0

(5) 職員共済組合負担金 297,357 3.5 272,670 3.2 24,687 9.1

(6) 退職手当組合負担金 232,311 2.7 215,662 2.5 16,649 7.7

(7) そ の 他 6,559 0.1 6,833 0.1 △ 274 △ 4.0

2. 1,598,022 18.6 1,537,000 18.1 61,022 4.0

3. 54,762 0.6 64,613 0.8 △ 9,851 △ 15.2

（単位：千円　％）

平 成 22 年 度 平 成 21 年 度
性 質 別 比 較 増 減

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

－9－

4. 1,182,658 13.7 798,777 9.4 383,881 48.1

5. 272,560 3.2 285,447 3.4 △ 12,887 △ 4.5

6. 489,699 5.7 986,548 11.6 △ 496,849 △ 50.4

(1) 補 助 事 業 費 179,380 2.1 256,009 3.0 △ 76,629 △ 29.9

(2) 単 独 事 業 費 310,319 3.6 730,539 8.6 △ 420,220 △ 57.5

7. 2,500 0.0 2,500 0.0 0 0.0

(1) 単 独 事 業 費 2,500 0.0 2,500 0.0 0 0.0

8. 966,637 11.2 965,285 11.3 1,352 0.1

9. 52,869 0.6 41,775 0.5 11,094 26.6

10. 60,000 0.7 60,000 0.7 0 0.0

11. 1,622,270 18.9 1,511,286 17.8 110,984 7.3

12. 40,000 0.5 40,000 0.5 0 0.0

8,602,000 100.0 8,510,000 100.0 92,000 1.1歳 出 合 計

予 備 費

公 債 費

積 立 金

貸 付 金

扶 助 費

補 助 費 等

普 通 建 設 事 業 費

災 害 復 旧 費

※構成比は端数処理の結果、計が符合しない場合があります。

繰 出 金

－9－



Ｈ22 Ｈ21
予備費 40,000 40,000
繰出金 1,622,270 ######
貸付金 60,000 60,000
積立金 52,869 41,775
公債費 966,637 ######
災害復旧費 2,500 2,500
普通建設事業費 489,699 ######
補助費等 272,560 ######
扶助費 1,182,658 ######
維持補修費 54,762 64,613
物件費 1,598,022 ######
人件費 2,260,023 ######

8,602,000 ######

0 10 20 30

予備費

繰出金

貸付金

積立金

公債費

災害復旧費

普通建設事…

補助費等

扶助費

維持補修費

物件費

人件費

性質別歳出の前年度比較 Ｈ22

Ｈ21
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人件費 2,260,023
物件費 1,598,022
維持補修費 54,762
扶助費 1,182,658
補助費等 272,560
普通建設事業費 489,699
公債費 966,637
繰出金 1,622,270
その他 115,369
予備費 40,000

8,602,000

※構成比は端数処理の結果、計が符合しない場合があります。

0 10 20 30
億円

人件費

26.3%

物件費

18.6%

維持補修費

0.6%
扶助費

13.7%

補助費等

3.2%

普通建設事業費

5.7%

公債費

11.2%

繰出金

18.9%

その他

1.3%

予備費

0.5%

性質別歳出の構成比
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内　容 増減額（千円） 増減要因


個人町民税 △ 78,000 個人所得の減


法人町民税 △ 64,300 業績不振による減


固定資産税 43,000 家屋課税分による増


4 配当割交付金 配当割交付金 △ 26,500 景気低迷による投資の減


5 株式等譲渡所得割交付金 株式等譲渡所得割交付金 △ 18,000 景気低迷による投資の減


8 自動車取得税交付金 自動車取得税交付金 △ 14,000 景気低迷及び税制改正による減


地方特例交付金 25,400 子ども手当特例交付金の増


特別交付金 △ 24,000 制度廃止による減


10 地方交付税 普通交付税 60,000 国の施策による増


児童手当負担金 △ 87,215 制度改正による減


子ども手当負担金 391,388 制度改正による増


まちづくり交付金 △ 6,000 対象事業費の減


狭あい道路整備等促進事業補助金 9,500 狭あい道路整備事業


地震補強等補助金 △ 35,000 （Ｈ21国府中学校改修事業）


児童手当負担金 △ 50,115 制度改正による減


子ども手当負担金 60,646 制度改正による増


緊急雇用創出事業臨時特例基金市町村補助金 40,281


ふるさと雇用再生特別基金市町村補助金 26,880


市町村振興補助金 20,700 ごみ処理広域化事業


衆議院議員総選挙及び国民審査委託金  △ 12,923 （Ｈ21事業）


参議院議員通常選挙費委託金 10,425


県知事・県議会議員選挙費委託金 6,072


国勢調査費交付金 13,390


16 財産収入 町有地売払収入 △ 392,000 町有地売却の減


児童福祉費寄附金 △ 100,000 （Ｈ21篤志家による寄附）


旧吉田茂邸再建基金寄附金 45,000


18 繰入金 財政調整基金繰入金  △ 16,000 財源調整


市町村振興協会市町村交付金 △ 21,825 交付額の減


町有建物損失補償金 △ 34,600 （H21月京幼稚園施設整備事業）


平塚大磯ブロックごみ処理広域化分担金 52,852


ごみ処理広域化事業債 64,000 新規事業


臨時財政対策債 288,000


国府中学校改修事業債 △ 80,000 （Ｈ21事業）


20 諸収入


21 町   債


17 寄附金


９ 地方特例交付金


14 国庫支出金


歳入の主な増減要因


款　別


1 町   税


15 県支出金
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